
3

令和4年度 新任研修（記念講演・前期・経験者）
を実施しました

思
い
が
し
た
。」、「
結
果
を
残
す
こ
と

も
大
切
だ
が
、
そ
れ
ま
で
の
過
程
や
気

持
ち
の
持
ち
方
も
と
て
も
大
切
だ
と
感

じ
た
。」
と
い
っ
た
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
通
所
研
修

4
月
6
日
〜
5
月
11
日
の
期
間
中

に
、
3
日
間
を
単
位
と
し
て
、
通
所
研

修【
前
期
】を
7
回
実
施
し
、5
月
10
日

〜
13
日
に
は
、経
験
者
採
用
職
員
を
対

象
と
し
た
通
所
研
修【
経
験
者
】を
2
日

間
を
単
位
と
し
、2
回
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
で
は
、
特
別
区
職
員
と
し

て
の
知
識
の
習
得
と
意
識
の
確
立
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
組
織
や
仕
事

の
進
め
方
の
基
礎
知
識
、
地
方
自
治
の

仕
組
み
や
特
別
区
制
度
、
公
務
員
倫
理

や
人
権
問
題
に
つ
い
て
、講
義
や
事
例
演

習
、班
討
議
等
を
交
え
実
施
し
ま
し
た
。

研
修
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
ク
ラ
ス

の
定
員
を
削
減
し
、
ま
た
、
換
気
を
強

化
す
る
等
の
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
て

行
い
ま
し
た
。

各
科
目
の
講
師
と
し
て
、
各
区
・
一

部
事
務
組
合
の
職
員
延
べ
2
3
0
名
の

方
々
に
登
壇
し
て
い
た
だ
き
、
講
師
自

身
の
新
任
職
員
時
代
の
体
験
談
や
、
こ

れ
ま
で
の
職
務
経
験
に
つ
い
て
実
体
験

を
交
え
た
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
研

修
生
は
活
気
に
満
ち
溢
れ
た
様
子
で
、

討
議
・
意
見
交
換
を
行
い
、
特
別
区
の

職
員
に
求
め
ら
れ
る
基
礎
知
識
を
得
る

と
と
も
に
、
区
を
越
え
た
仲
間
作
り
が

で
き
た
よ
う
で
す
。

研
修
生
か
ら
は
、「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
通
し
て
他
区
の
方
々
と
コ
ミ
ュ
ニ

　
記
念
講
演

4
月
8
日
（
金
）
に
、
令
和
4
年
度

の
新
任
研
修
記
念
講
演
が
大
田
区
総
合

体
育
館
に
て
開
催
さ
れ
、
新
規
採
用
職

員
1
7
6
9
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
研
修
実
施
を
2
年
間
見
送
っ

た
た
め
、
3
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

は
じ
め
に
、
特
別
区
長
会
会
長
の
山

﨑
孝
明
江
東
区
長
か
ら
「『
意
欲
・
ス

ピ
ー
ド
・
思
い
や
り
』
を
モ
ッ
ト
ー

に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

「
区
は
住
民
に
と
っ
て
一
番
身
近
な

政
府
と
し
て
重
要
な
立
場
に
あ
る
。
毎

日
住
民
と
接
す
る
皆
さ
ん
は
、
住
民
の

困
っ
て
い
る
こ
と
や
悩
み
を
直
接
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
こ
と
に
自

信
と
誇
り
を
も
ち
、
し
っ
か
り
頑
張
る

の
だ
と
強
い
気
持
ち
を
も
っ
て
仕
事
に

励
ん
で
ほ
し
い
。」
等
、
新
任
職
員
へ

エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
の
講
演
で
は
、
柔
道
男
子
1
0
0

㎏
級 

ウ
ル
フ 

ア
ロ
ン
氏
か
ら
「
失
敗

か
ら
学
ん
だ
こ
と
〜
金
メ
ダ
ル
へ
の
道

〜
」と
題
し
、ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ウ
ル
フ
氏
は
、
海
外
で
の
試
合
が
あ

る
際
に
は
、
外
国
人
選
手
は
日
本
代
表

選
手
の
行
動
を
見
て
、『
日
本
人
は
こ

ん
な
人
達
な
ん
だ
』
と
判
断
さ
れ
る
こ

と
を
例
に
出
し
、「
皆
さ
ん
は
区
の
代

表
な
の
で
、何
気
な
い
行
動
に
も
気
を

使
っ
て
だ
れ
か
ら
も
応
援
さ
れ
る
よ
う

な
気
持
ち
の
良
い
人
に
な
る
こ
と
が
大

切
だ
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

ご
自
分
の
経
験
か
ら
、「
失
敗
を
し
た
時

に
も
、
な
ぜ
こ
の
失
敗
を
し
た
の
か
考

え
て
、
失
敗
の
中
か
ら
成
功
の
か
け
ら

を
見
つ
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。」

等
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

研
修
生
か
ら
は
、「
区
の
職
員
と
し

て
の
基
本
的
な
姿
勢
や
、
新
人
と
し
て

ど
の
よ
う
な
心
構
え
で
仕
事
を
始
め
て

い
け
ば
良
い
か
を
学
ぶ
機
会
と
な
っ

た
。」、「
こ
れ
だ
け
多
く
の
同
期
入
庁

の
仲
間
が
い
る
こ
と
を
頼
も
し
く
思
う

と
同
時
に
、
改
め
て
身
が
引
き
締
ま
る

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
機
会
が
あ
り
、
非

常
に
良
い
研
修
だ
っ
た
。」、「
今
後
働

い
て
い
く
上
で
、
基
本
的
な
行
政
組
織

の
成
り
立
ち
や
運
営
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
。」、「
公
務
員
と
し
て
、

ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
、
人
権
問
題
と

ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
の
か
を
真
剣
に

考
え
る
事
が
で
き
た
。」
と
い
っ
た
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
研
修
所
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

新
任
研
修
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

各
区
・
一
部
事
務
組
合
の
講
師
と
し
て

ご
登
壇
い
た
だ
い
た
皆
様
及
び
研
修
担

当
の
皆
様
に
、
多
大
な
る
ご
尽
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

研
修
生
の
み
な
さ
ん
へ
。
人
と
人
と

の
繋
が
り
が
難
し
い
状
況
の
中
、
研
修

と
い
う
場
で
新
し
い
仲
間
と
出
会
え
た

こ
と
は
貴
重
な
経
験
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
が
皆
さ

ん
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
後
の

活
躍
を
心
よ
り
応
援
し
て
お
り
ま
す
。

（
特
別
区
職
員
研
修
所
）

【講演】柔道男子100㎏級　ウルフ アロン氏

新任研修（前期）班討議の様子

【講演】特別区長会会長　山﨑 孝明　江東区長
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厚生関係施設の利用実績
■
厚
生
関
係
施
設

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
（
以

下
「
特
人
厚
」
と
い
う
。）
は
、
23
区

の
共
同
処
理
事
務
と
し
て
厚
生
関
係
施

設
（
更
生
施
設
、
宿
所
提
供
施
設
及
び

宿
泊
所
）
を
設
置
・
管
理
し
て
い
ま

す
。
厚
生
関
係
施
設
は
、
生
活
に
困
窮

し
て
い
る
方
や
居
所
に
困
っ
て
い
る
方

に
対
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
一
翼

を
担
う
も
の
で
す
。
現
在
、
生
活
保
護

法
に
基
づ
く
保
護
施
設
で
あ
る
更
生
施

設
8
施
設
（
男
性
単
身
6
施
設
、
女
性

単
身
2
施
設
）
及
び
宿
所
提
供
施
設

（
以
下
「
宿
提
」
と
い
う
。）
9
施
設
並

び
に
社
会
福
祉
法
に
基
づ
く
宿
泊
所
4

施
設
（
内
、
高
浜
荘
は
現
在
改
修
工
事

の
た
め
事
業
休
止
中
）
の
合
計
21
施
設

を
設
置
・
管
理
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
後
、
更
生
施
設
を
救
護
施

設
に
種
別
転
換
す
る
た
め
、
今
年
1
月

に
都
知
事
の
許
可
を
受
け
、
特
別
区
人

事
及
び
厚
生
事
務
組
合
規
約
を
改
正
し

ま
し
た
。

■
利
用
状
況

表
1
は
直
近
10
年
間
の
厚
生
関
係
施

設
入
所
者
数
（
※
1
）
を
示
し
た
も
の

で
す
。
令
和
3
年
度
は
、
厚
生
関
係
施

設
（
更
生
施
設
9
施
設
（（
社
福
）
特

別
区
社
会
福
祉
事
業
団
設
置
更
生
施

設
塩
崎
荘
を
含
む
）
及
び
宿
提
9
施

設
並
び
に
宿
泊
所
3
施
設
）
合
計
で

1
2
1
9
世
帯
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

■
入
所
原
因

表
2
は
更
生
施
設
の
令
和
3
年
度
に

お
け
る
男
女
別
入
所
原
因
を
割
合
で
示

し
た
も
の
で
す
。
男
性
、
女
性
と
も
、

居
所
が
な
く
生
活
に
困
窮
し
た
方
が
最

も
多
く
、
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
利
用
者
の
中
に
は
障
害
者

手
帳
を
お
持
ち
の
方
が
多
く
、
年
度
末

時
点
で
の
状
況
と
し
て
、
精
神
障
害
者

福
祉
保
健
手
帳
は
男
性
施
設
で
19
％
、

女
性
施
設
で
47
％
程
度
の
方
が
所
持
し

て
い
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
診

断
を
受
け
た
方
も
男
性
施
設
で
全
体
の

11
％
、
女
性
施
設
で
7
％
程
度
に
達
し

て
い
ま
す
。
近
年
精
神
疾
患
や
ア
ル

コ
ー
ル
問
題
を
抱
え
る
方
の
割
合
が
増

え
、
地
域
の
居
宅
生
活
に
向
け
て
よ
り

適
切
な
支
援
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

表
3
は
宿
提
及
び
宿
泊
所
の
令
和
3

年
度
に
お
け
る
入
所
原
因
を
割
合
で
示

し
た
も
の
で
す
。
現
在
、
宿
提
及
び
宿

泊
所
は
緊
急
一
時
保
護
事
業
を
実
施

し
、
居
所
を
喪
失
し
緊
急
対
応
を
要
す

る
世
帯
の
受
入
れ
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
受
入
れ
対
象
者
は
、
り
災
に
よ
り

居
所
を
失
っ
た
方
を
除
き
、
女
性
単
身

又
は
家
族
で
あ
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
等
か

ら
の
暴
力
（
D
V
）
及
び
離
婚
・
親
族

不
和
な
ど
家
庭
内
の
問
題
で
緊
急
対
応

を
必
要
と
す
る
方
が
、
宿
提
で
34
％
、

宿
泊
所
で
は
76
％
程
度
を
占
め
て
い
ま

※１ 入所世帯数‥１年間に施設で新たに受け入れた世帯数
※２ 令和元年度・2年度に宿所提供施設及び宿泊所の種別転換あり

981 981 1,015 1,015 
888 888 880 880 

985 985 
871 871 863 863 

743743

564 564 531 531 483 483 473 473 421 421 420 420 403 403 

544 544 

678 678 682 682 639 639 626 626 575 575 550 550 
464 464 

221221

0

200

400

600

800

1,000

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

表１ 厚生関係施設入所実績

更生施設 宿提 宿泊所
（単位：世帯）

617617
602602

119119

２年度

（※2）

元年度

578578

9797

３年度

544 544 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

表２ 更生施設（塩崎荘を含む）の入所原因
 

 

住所なし 帰来先なし 立ち退き 居宅生活困難 その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宿泊所

宿提

表３ 宿所提供施設・宿泊所入所原因

夫等からの暴力 離婚・親族不和 立ち退き 自立生活困難

退院先なし 路上生活 その他
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す
。
緊
急
一
時
保
護
事
業
で
の
施
設
の

利
用
期
間
は
原
則
3
か
月
で
す
。
利
用

期
間
を
延
長
し
た
世
帯
の
割
合
は
、
近

年
減
少
傾
向
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ

で
も
30
％
前
後
で
推
移
し
て
お
り
、
短

期
で
の
自
立
が
困
難
な
世
帯
も
一
定
の

割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

■
今
後
の
課
題

今
後
の
施
設
整
備
の
基
本
方
針
を
定

め
た
「
厚
生
関
係
施
設
等
の
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て 

厚
生
関
係
施
設
再
編

整
備
計
画
（
平
成
31
年
度
〜
40
年
度
）」

（
以
下
「
再
編
整
備
計
画
」
と
い
う
。）

は
、
10
年
の
計
画
期
間
の
中
間
に
見
直

す
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
再

編
整
備
計
画
の
中
間
見
直
し
」
は
、
特

別
区
福
祉
主
管
部
長
会
第
1
部
会
で
行

う
こ
と
と
さ
れ
、
ま
た
、
具
体
的
な
検

討
は
、
課
長
級
の
委
員
会
が
担
う
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
検
討
項
目
は
、
救
護
施
設
と
し

て
整
備
す
る
淀
橋
荘
の
建
替
え
基
本
プ

ラ
ン
の
検
討
や
23
区
独
自
の
職
員
加
配

等
の
検
証
、
宿
提
及
び
宿
泊
所
の
適
正

規
模
の
検
証
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。約

2
年
に
わ
た
る
こ
れ
ら
の
検
討
を

経
て
、
令
和
5
年
度
に
は
検
討
結
果
が

「
再
編
整
備
計
画
」
に
反
映
さ
れ
る
予

定
で
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合

厚
生
部
）

特
別
区
長
会
の
新
し
い
幹
事
・
会
計
監
事
が
、
令
和
4
年
5

月
16
日
付
で
就
任
し
ま
し
た
。

さ
る
4
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
特
別
区
長
会
総
会
で
選
任
さ

れ
て
い
た
も
の
で
、
任
期
は
令
和
5
年
5
月
15
日
ま
で
の
1
年

と
な
り
ま
す
。

な
お
、
会
長
及
び
副
会
長
は
、
昨
年
5
月
14
日
か
ら
の
2
年

の
任
期
中
で
あ
り
、
改
選
は
あ
り
ま
せ
ん
。

役
員
及
び
会
計
監
事
は
表
の
と
お
り
で
す
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

令
和
4
年
5
月

区
長
会
・
議
長
会
の
主
な
案
件
等

■ 

危
険
度
分
布
の
改
善
と
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
つ
い
て

■ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
確
保
に
向
け
た
東
京
都
の
取
組
「
Ⓗ
減

ら
す
、
Ⓣ
創
る
、
Ⓣ
蓄
め
る
」
へ
の
協
力
に
つ
い
て

■「
未
来
の
東
京
」
戦
略
の
推
進
に
つ
い
て
（
緑
施
策
）

■「
未
来
の
東
京
」
戦
略
の
推
進
に
つ
い
て
（
3
C
）

■
高
校
生
等
医
療
費
助
成
事
業
補
助
に
つ
い
て

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
に
つ
い
て

■ 

今
後
の
資
源
循
環
施
策
に
関
す
る
区
市
町
村
と
都
と
の
共
同

検
討
会
の
こ
れ
ま
で
の
検
討
状
況
の
ま
と
め
に
つ
い
て

■
オ
ー
ル
東
京
62
市
区
町
村
共
同
事
業
に
つ
い
て

■
東
京
区
政
会
館
別
館
新
築
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

■
各
団
体
議
会
等
提
出
予
定
案
件
に
つ
い
て

■
地
方
分
権
改
革
に
つ
い
て

■
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

■ 

令
和
4
年
福
島
県
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
に
係
る
被
災
自
治

体
へ
の
対
応
に
つ
い
て

■
南
三
陸
町
か
ら
の
感
謝
状
及
び
感
謝
の
盾
の
贈
呈
に
つ
い
て

■
各
種
審
議
会
委
員
等
の
推
薦
に
つ
い
て

■
区
長
会
専
門
部
会
等
の
構
成
に
つ
い
て（特

別
区
長
会
事
務
局
）

■
東
京
区
政
会
館
別
館
新
築
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

■
関
東
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
の
概
要
に
つ
い
て

■ 

令
和
3
年
度
特
別
区
議
会
議
長
会
収
支
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

■ 

特
別
区
議
会
議
長
会
の
活
動
概
要
と
次
期
へ
の
申
し
送
り
に

つ
い
て

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

5.16

区
長
会

5.18

会
長
議

特
別
区
長
会

新
し
い
幹
事
・
会
計
監
事
が
就
任

特別区長会役員

会 長 山　㟢　　孝　明 江東区長

副 会 長 武　井　　雅　昭 港　区長

副 会 長 成　澤　　廣　修 文京区長

＊ 幹 事 樋　口　　高　顕 千代田区長

＊ 幹 事 服　部　　征　夫 台東区長

＊ 幹 事 青　木　　英　二 目黒区長

＊ 幹 事 坂　本　　　　健 板橋区長

＊ 幹 事 青　木　　克　德 葛飾区長

＊ 会 計 監 事 保　坂　　展　人 世田谷区長

＊ 会 計 監 事 酒　井　　直　人 中野区長

＊印：今回改選の役員等
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特別区職員Ⅰ類採用試験【一般方式】、
【土木・建築新方式】第1次試験を実施しました

特
別
区
人
事
委
員
会
は
、
5
月
1
日

（
日
）
に
、
立
教
大
学
、
青
山
学
院
大

学
、
東
京
大
学
及
び
大
正
大
学
の
4
大

学
で
、
特
別
区
職
員
Ⅰ
類
採
用
試
験

【
一
般
方
式
】、【
土
木
・
建
築
新
方
式
】

の
第
1
次
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

第
1
次
試
験
実
施
状
況

【
一
般
方
式
】
で
は
、
全
試
験
区
分

の
申
込
者
数
が
1
0
9
7
5
名
、
受
験

者
数
が
9
8
6
1
名
で
、
受
験
率
は

89
・
8
％
、
ま
た
、【
土
木
・
建
築
新

方
式
】
で
は
、
全
試
験
区
分
の
申
込
者

数
が
92
名
、
受
験
者
数
が
82
名
で
、
受

験
率
は
89
・
1
％
と
な
り
、【
一
般
方

式
】【
土
木
・
建
築
新
方
式
】
共
に
過

去
最
高
の
受
験
率
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
予
定 

※ 

【
一
般
方
式
】【
土
木
・
建
築
新
方

式
】
共
通

第
1
次
試
験
合
格
発
表
日
は
、
6
月

24
日
（
金
）、
第
2
次
試
験
の
個
別
面

接
は
、
7
月
5
日
（
火
）
か
ら
7
月
14

日
（
木
）
ま
で
の
間
で
指
定
す
る
1
日

に
実
施
し
ま
す
。

最
終
合
格
発
表
は
、〔
土
木
造
園

（
土
木
）、
土
木
造
園
（
造
園
）、
建
築
、

機
械
、
電
気
の
試
験
区
分
〕
に
つ
い
て

7
月
26
日
（
火
）、〔
事
務
、
福
祉
、
心

理
、
衛
生
監
視
（
衛
生
）、
衛
生
監
視

（
化
学
）、
保
健
師
の
試
験
区
分
〕
に
つ

い
て
8
月
3
日
（
水
）
に
行
い
ま
す
。

（
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
）

令和4年度特別区職員Ⅰ類採用試験【一般方式】、【土木・建築新方式】第1次試験実施状況
上段：令和4年度
中段：令和3年度
下段：増　　　減

試験区分
採用予定数 申込者数 受験者数 受 験 率 倍 率

A（名程度） B（名） C（名） C/B（％） C/A（倍）

一
般
方
式

事　　務
983 9,374 8,417 89.8 8.6
874 11,449 9,019 78.8 10.3
109 ▲ 2,075 ▲ 602 11.0 －

土木造園
（土木）

64 151 135 89.4 2.1
53 283 214 75.6 4.0
11 ▲ 132 ▲ 79 13.8 －

土木造園
（造園）

17 52 45 86.5 2.6
8 67 47 70.1 5.9
9 ▲ 15 ▲ 2 16.4 －

建　　築
62 81 75 92.6 1.2
53 117 100 85.5 1.9
9 ▲ 36 ▲ 25 7.1 －

機　　械
15 54 49 90.7 3.3
13 68 54 79.4 4.2
2 ▲ 14 ▲ 5 11.3 －

電　　気
19 72 56 77.8 2.9
13 110 72 65.5 5.5
6 ▲ 38 ▲ 16 12.3 －

福　　祉
125 445 411 92.4 3.3
114 468 399 85.3 3.5
11 ▲ 23 12 7.1 －

心　　理
21 169 137 81.1 6.5
24 217 156 71.9 6.5
▲ 3 ▲ 48 ▲ 19 9.2 －

衛生監視
（衛生）

34 135 128 94.8 3.8
29 134 117 87.3 4.0
5 1 11 7.5 －

衛生監視
（化学）

5 41 38 92.7 7.6
5 64 47 73.4 9.4
0 ▲ 23 ▲ 9 19.3 －

保 健 師
109 401 370 92.3 3.4
111 449 376 83.7 3.4
▲ 2 ▲ 48 ▲ 6 8.6 －

合　　計
1,454 10,975 9,861 89.8 6.8
1,297 13,426 10,601 79.0 8.2
157 ▲ 2,451 ▲ 740 10.8 －

土
木
・
建
築
新
方
式

土木造園
（土木）

13 45 38 84.4 2.9
9 138 95 68.8 10.6
4 ▲ 93 ▲ 57 15.6 －

建　　築
14 47 44 93.6 3.1
6 70 47 67.1 7.8
8 ▲ 23 ▲ 3 26.5 －

合　　計
27 92 82 89.1 3.0
15 208 142 68.3 9.5
12 ▲ 116 ▲ 60 20.8 －
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東
京
区
政
会
館
1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
パ
ネ
ル
展
示
「
3

区
で
描
く
渋
沢
栄
一 

新
一
万
円
札
の
顔 

江
東
区
・
北
区
・
板
橋
区
」
を
開
催
し

ま
す
。

こ
の
3
区
は
、
そ
れ
ぞ
れ
渋
沢
栄
一

に
ゆ
か
り
が
あ
り
、
令
和
2
年
度
に

は
、「
渋
沢
栄
一
翁
の
顕
彰
に
関
す
る
包

括
連
携
協
定
」
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
令
和
6
年
の
新
一
万
円
札
発

行
に
向
け
て
相
互
に
連
携
し
な
が
ら
、

機
運
の
醸
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
、
注
目
の
偉
人
、
渋
沢
栄
一

に
つ
い
て
、
3
区
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交

え
て
紹
介
し
ま
す
。

「
江
東
区
・
北
区
・

　
　
　
　
板
橋
区
魅
力
紹
介
展
示
」

●
会 

場

　
　

 

東
京
区
政
会
館 

1
階
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
（
東
京
都
千
代

田
区
飯
田
橋
3
-5
-1
）

●
展
示
期
間

　

令
和
4
年
7
月
15
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

〜
9
月
6
日
（
火
）

　
　
　
（
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

●
展
示
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　

9
時
か
ら
20
時
30
分
ま
で

　

土
曜
日　

9
時
か
ら
17
時
ま
で

※ 

展
示
日
時
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

（
公
財
）
特
別
区
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
の
う
え
、
ご
来
館

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
江
東
区
・
北
区
・
板
橋
区
・
特
別
区

協
議
会
事
業
部
）

 

5
月
16
日
（
月
）
に
第
1
回
理
事
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1 

令
和
3
年
度
事
業
報
告�

（
決
定
）

2 

令
和
3
年
度
資
金
の
運
用
実
績
報
告�

（
了
承
）

3 

令
和
3
年
度
決
算�

（
決
定
）

4 

東
京
区
政
会
館
貸
付
契
約
の
更
新
に
つ
い
て�

（
了
承
）

5 

東
京
区
政
会
館
別
館
新
築
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て�（
了
承
）

6  

令
和
4
年
度
東
京
区
政
会
館
別
館
家
具
、
什
器
及
び
備
品

の
購
入
の
契
約
に
つ
い
て�

（
決
定
）

7 

東
京
区
政
会
館
別
館
貸
付
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
決
定
）

8 

令
和
4
年
度
補
正
予
算
（
第
1
号
）�

（
決
定
）

9 

財
産
の
処
分
に
つ
い
て�

（
決
定
）

10  

公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
東
京
区
政
会
館
管
理
規
程

の
一
部
を
改
正
す
る
規
程�

（
決
定
）

11 

評
議
員
選
定
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て�

（
決
定
）

12 

評
議
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て�

（
決
定
）

13 

理
事
及
び
監
事
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て�

（
決
定
）

14  

常
勤
監
事
の
報
酬
の
額
に
つ
い
て�

（
決
定
）

15 

特
別
区
制
度
懇
談
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て�

（
決
定
）

16 

令
和
4
年
度
定
時
評
議
員
会
の
開
催
に
つ
い
て�

（
決
定
）

17  

代
表
理
事
及
び
業
務
執
行
理
事
の
職
務
執
行
状
況
の
定
期

報
告（
令
和
3
年
11
月
〜
令
和
4
年
4
月
）
に
つ
い
て

�

（
了
承
）

※ 
な
お
、
1
〜
3
、
5
、
7
、
13
、
14
の
議
案
は
、
6
月
27
日

（
月
）
開
催
予
定
の
定
時
評
議
員
会
に
付
議
し
ま
す
。

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
総
務
部
）

　

・ 

針
谷　

弘
志
氏（
新
宿
区
教
育
委
員
会
教
育
長
）の
選
任
に
同
意

　

・ 

蓮
沼　

千
秋
氏（
江
戸
川
区
教
育
委
員
会
教
育
長
）の
選
任
に
同
意

〇 

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
う
人
事
案
件

　

・ 

冨
尾　

則
子
氏（
品
川
区
教
育
委
員
会
委
員
）の
選
任
に
同
意

第
1
回
臨
時
会
改
選
後
の
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
執

行
機
関
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
令
和
4
年
5
月
16
日
現
在
）

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
総
務
部
）

令
和
4
年
度
　
公
益
財
団
法
人
特
別

区
協
議
会
　 

第
1
回
理
事
会
の
結
果

5
月
16
日
（
月
）
に
第
1
回
臨
時
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
付

議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
審
議
結
果
》

〇 

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
議
会
議
長
・
副
議
長
の
辞
職

に
伴
う
選
挙

　

・
青
木　

克
德
氏（
葛
飾
区
長
）が
議
長
に
当
選

　

・
青
木　

英
二
氏（
目
黒
区
長
）が
副
議
長
に
当
選

〇 

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
副
管
理
者
の
任
期
満
了
に
伴

う
人
事
案
件

　

・
服
部　

征
夫
氏（
台
東
区
長
）の
選
任
に
同
意

〇 

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
委
員
の
辞
職
に

伴
う
人
事
案
件

令
和
4
年
第
1
回
特
別
区
人
事
・

厚
生
事
務
組
合
議
会
臨
時
会
の
結
果

特別区人事・厚生事務組合執行機関

管 理 者 山﨑　孝明（江東区長）

副管理者 服部　征夫（台東区長）

副管理者 入澤　　幸（知識経験者）

監査委員 坂本　　健（板橋区長）

代表監査委員 川崎　　亨（知識経験者）

特別区人事・厚生事務組合議会議長・副議長

＊ 議 長 青木　克德（葛飾区長）

＊ 副 議 長 青木　英二（目黒区長）

＊印：新任

令
和
4
年
5
月
16
日
開
催
の
第
1
回
特
別
区
人
事
・
厚
生
事

務
組
合
議
会
臨
時
会
の
同
意
を
経
て
、
5
月
16
日
付
で
2
名
の

委
員
が
新
た
に
就
任
し
、
1
名
の
委
員
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
教
育
委
員
会
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
事
務
局
）

組
合
教
育
委
員
会
委
員
の
就
任

職　名 氏　　名 任　　期 備　　考

教育長 五十嵐　俊　子 自.令和4.4.1
至.令和6.3.31

渋谷区
教育長

教育長
職務

代理者
白　石　高　士 自.令和4.4.1

至.令和5.3.31
杉並区
教育長

＊ 委　員 針　谷　弘　志 自.令和4.5.16
至.令和6.3.31

新宿区
教育長

委　員 高　梨　博　和 自.令和4.4.1
至.令和8.3.31

荒川区
教育長

＊ 委　員 蓮　沼　千　秋 自.令和4.5.16
至.令和7.5.13

江戸川区
教育長

委　員 冨　尾　則　子 自.令和4.5.16
至.令和8.5.15

品川区
教育委員

＊印：新任

「江東区・北区・板橋区魅力紹介展示」
を開催します
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特別区職員研修所からのご案内

8月の研修メニューを紹介します

 研修名：公害規制
対　象：環境・公害規制部署で公害規制指導事務を担当する職員
内　容：・公害規制業務の概論　　　　　・公害規制の法体系　　・悪臭対策
　　　　・事業場（指定作業場）に係る手続き審査等の実務　　　・アスベスト対策
　　　　・解体現場の立入検査の実務　　・騒音・振動対策（予定）

特別区職員向けのページです。

●ピックアップ研修

研修名 実施時期 申込条件・メインターゲット（★）
専門研修
戸籍（初級）③ 8/16（火）〜8/19（金） 初めて戸籍事務を担当する職員

戸籍実務（証明）②③ ②8/3（水）・8/4（木）
③8/23（火）・8/25（木） 戸籍証明事務を担当する職務経験1、2年程度の職員

情報システム開発
委託管理①②

①8/8（月）・8/12（金）
②8/22（月）・8/26（金）

情報システムの開発や運用を委託する業務を担当する職員及びこれから担当
する予定の職員

子どもの発達障害②③ ②8/5（金）③8/29（月） 発達障害のある子どもへの支援に携わる職員

用地 8/1（月）・8/9（火）・
8/10（水）・8/15（月） 用地取得、損失補償算定等の業務を担当する職務経験1年程度の職員

児童相談所関連研修
児童福祉司スーパーバイザー
研修（前期）

8/5（金）・8/9（火）
8/10（水） 児童福祉司としておおむね3年以上の職務経験を有する職員

児童虐待への対応① 8/30（火）・8/31（水） 子育て支援に携わる職員、保健・福祉関連部署に所属する職員
ステップアップ研修

思考力・論理構築力向上⑤ 8/26（金） 係 長 級 以 下
の 職 員 ★主任の職員

説明力・交渉力強化④ 8/2（火）・8/3（水） 係 長 級 以 下
の 職 員

★ 区民対応などの業務を円滑に行うため、分かりやすい説明
や交渉力を身につけたい主任以下の職員

クレーム対応④ 8/31（水） 係 長 級 以 下
の 職 員 ★窓口等で区民対応を行っている主任以下の職員

コミュニケーションスキル
アップ④ 8/25（木） 全 職 員 ★ 区民や職場の同僚との良好な関係構築に向けた、コミュニケー

ションスキルを身につけたい採用2〜6年目程度の職員
集客力を高めるチラシ・
伝わる資料のつくり方④ 8/5（金） 主 任 以 下

の 職 員
★ 区民向け講座などの企画や募集チラシ作成を担当する主任
以下の職員

協働型リーダーシップ② 8/18（木） 主 任 以 下
の 職 員

★ リーダーの役割や、上司・部下・同僚との関わり方を学ぶ
ことで、職場のモチベーション向上や業務改善・職場改善
に貢献したいと考えている主任の職員

悪質クレームの法的対応② 8/3（水） 全 職 員 ★ 日常業務において対応する悪質なクレームについての知識
を深め、法的対応について学びたい職員

チームリーダーとしての
基礎力向上① 8/9（火）・8/23（火） 主 任 及 び

係長級の職員

★ タイムマネジメント、危機管理、目標管理、業務改善など
のマネジメントスキルの基礎を効率よく体系立てて学びた
い係長級の職員

★ 係長昇任前にリーダーとしての必要な知識を学び、自身の
職務遂行能力向上を図りたいと考えている主任の職員

サポート研修

地方公務員法④ 8/10（水） 1級職の職員 ★ 地方公務員法の基本理念や仕事の法的根拠を意識して職務
を行いたい1級職の職員

地方自治法④ 8/23（火） 1級職の職員 ★ 法令・根拠にあたる仕事の進め方を身につけたい、これから
地方自治法を意識して実務を行っていきたい1級職の職員

行政法② 8/15（月）・8/16（火） 主任以下職員 ★ 行政法の基礎知識を学び、行政職員としてその知識を仕事に
役立てたい職員

特別区制度① 8/29（月） 全 職 員 ★ 都区間での事務配分や税財政制度等、特別区制度の特徴につ
いて、地方自治法を読み解きながら学びたい職員

◆新型コロナウイルス感染症対策により、研修が中止又は延期になる場合があります。予めご了承ください。
※紙面の都合上、8月に実施する研修の一部を紹介しています。
※★は、各研修のメインターゲットとなる方についての表記となります。
※ 研修の募集及び申込は各区の研修担当を通じて行います。なお、区の意向により参加できる研修が異なりますので、各研修の申込方
法や申込期限（研修実施日より一ヶ月程度前）については各区研修担当からの案内をご確認ください。

※ 研修内容の詳細については、特別区職員研修所ホームページ（https://www.union.tokyo23city.lg.jp/kenshu/kenshujotop/index.
html）もご覧ください。	 （特別区職員研修所）

日時：8月29日（月）・30日（火）
　　　9：00〜17：00
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東京都立大学
オープンユニバーシティ飯田橋キャンパスより
7月開講講座のご案内です！！

＊講座の概要については、東京都立大学オープンユニバーシティパンフレットより引用しております。（特別区協議会事業部）

※特別区職員互助組合員の方は初回のみ、必ずお電話で同組合員である旨と『組合員番号』をお申し出ください。
＜問い合わせ先＞

東京都立大学オープンユニバーシティ　https://www.ou.tmu.ac.jp/web/

Tel.03－3288－1050 （平日　9：00〜17：30）

●パンフレットを無料送付いたします。

　公共施設等総合管理計画、PRE、公会計、長寿命化、デー
タベース、複合化…。様々なキーワードが生まれ、それに追
いつくことだけで忙しい公共施設再編の問題について、基本
に立ち返り、その本質を改めて見つめ直す必要が生じていま
す。本講座ではその一つのアプローチとして、経営的な視点
や建物の技術的視点とは少し異なる外側からの視点、すなわ
ち、屋外空間やまちづくり、市民協働という視点から、公共
施設マネジメントを見つめ直します。それを通じて、公共施
設マネジメントが希求する「サービスの維持向上」のあり方、
捉え方について考えることを企図します。（全4テーマ）
　
● 公共施設の屋外空間は「外構」から地域のパブリックスペー
スへ
●  コロナ禍で再認識された身近なパブリックスペースの価値

●  市民協働から見えてくる公共施設マネジメントのあり方
● すべての道は「まちづくり」に通ず

講　師：湯淺 かさね 千葉大学大学院 工学研究院 助教
　　　　讃岐 亮 東京都立大学 都市環境学部 助教
日　時： 7月16、23日（土）
 10：00〜13：10（全2回）
受講料：10,100円
場　所：飯田橋キャンパス（対面）

講　師：里見 聡瞭 東京都立大学 法学部 助教
日　時：7月30日、8月6日（土）
　　　　13：00〜14：30（全2回）
受講料：5,000円
場　所：オンライン形式（録画配信有）
※ パソコンやタブレット、スマートフォンを通じての 

《オンライン形式》講座となります。

　日々、メディアで報道されている刑事事件。そして、その
中で「殺人罪」や「傷害罪」などの言葉を耳にする機会が多
いことかと思います。しかし、そのような法律の具体的な内
容については知らない、という方もまた多いことでしょう。
本講座では、そういった刑事事件が起こった際に適用される
『刑事法』について解説し、理解を深めていくことを目的とし
ています。
　特に近年、社会問題として注目を浴び、法改正等も行われ
ているコンテンツを題材としてとり上げながら講義を行って
いきます。

　

＜第1回＞　あおり運転と危険運転致死傷罪
＜第2回＞　ネット上の誹謗中傷と侮辱罪・名誉棄損罪

● 建物の外から見る公共施設マネジメント 【講座コード：2221F001】

● 身近な社会問題と刑事法入門 【講座コード：2221F004】
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東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

（
以
下
「
清
掃
一
組
」
と
い
う
。）
で

は
、
ご
み
の
焼
却
か
ら
発
生
す
る
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
不
燃
・
粗
大
ご
み
か
ら
回

収
し
た
資
源
を
有
効
利
用
す
る
こ
と

で
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
「
循
環
型
ご

み
処
理
シ
ス
テ
ム
」
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

  

発
　
電

清
掃
工
場
で
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
可
燃
ご
み
を

8
0
0
℃
以
上
の
高
温
で
焼
却
し
て
い

ま
す
。

ご
み
を
焼
却
し
た
時
に
発
生
す
る
熱

を
利
用
し
、
ボ
イ
ラ
で
蒸
気
を
発
生
さ

せ
ま
す
。
そ
し
て
、
蒸
気
の
力
で
タ
ー

ビ
ン
の
羽
根
を
回
転
さ
せ
、
発
電
機
で

電
力
を
発
生
さ
せ
て
い
ま
す
。

清
掃
工
場
で
の
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
に
よ

る
発
電
は
、
昭
和
44
年
に
石
神
井
（
現 

練
馬
）
清
掃
工
場
、
世
田
谷
清
掃
工
場

で
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
清
掃

一
組
の
管
理
す
る
す
べ
て
の
清
掃
工
場

に
発
電
設
備
が
備
わ
っ
て
お
り
、
令
和

2
年
度
は
20
の
清
掃
工
場
で
発
電
を
行

い
ま
し
た
。

つ
く
ら
れ
た
電
気
は
、
清
掃
工
場
を

稼
働
す
る
た
め
に
施
設
内
で
利
用
し

て
、
電
力
購
入
量
を
削
減
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
余
っ
た
電
気
は
電
気
事
業

者
へ
売
却
し
て
い
ま
す
。

令
和
2
年
度
に
売
電
し
た
量
は
約

24
万
世
帯
の
年
間
電
力
使
用
量
に
相
当

し
ま
す
。

  

熱
供
給  

ボ
イ
ラ
で
発
生
さ
せ
た
蒸
気
は
、
熱

交
換
器
を
介
し
て
1
3
0
℃
程
度
の
高

温
水
に
し
て
熱
供
給
に
も
利
用
し
ま
す
。

清
掃
工
場
で
つ
く
ら
れ
た
蒸
気
や
高

温
水
な
ど
は
、
近
隣
の
体
育
館
、
温
水

プ
ー
ル
、
植
物
園
、
区
民
会
館
な
ど
区

の
施
設
に
無
償
供
給
す
る
ほ
か
、
地
域

熱
供
給
会
社
や
都
の
施
設
に
有
償
供
給

も
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
2
年
度
は
、
約
35
万
1
千
ギ
ガ

ジ
ュ
ー
ル
を
有
償
供
給
し
、
売
払
収
入

金
額
は
約
1
億
5
1
6
5
万
円
に
な
り

ま
し
た
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

施
設
管
理
部
技
術
課
）

ごみ処理過程における
資源・エネルギー回収

蒸気タービン発電機（光が丘清掃工場）

温水プール（千歳清掃工場供給）夢の島熱帯植物館（新江東清掃工場供給）

清掃工場のお兄さん

令和2年度※1　熱の有効利用実績

総発電量 12億4,502万kWh

売電量 7億4,875万kWh

売電収入額※2 94億6,988万円

熱供給量（有償） 35.1万GJ※3

売熱収入額 1億5,165万円
※1　統計の都合上、令和2年3月から令和3年2月までです。
※2　売電収入には非化石価値相当額等の環境価値分を含みます。
※3　GJ（ギガジュール）=10億J（ジュール）
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鉄
分
回
収

不
燃
ご
み
や
粗
大
ご
み
に
は
、
鉄
や

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と
い
っ
た
資
源
物
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
源
を
中

間
処
理
の
過
程
で
回
収
し
ま
す
。
中
防

不
燃
ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー
と
京
浜
島
不

燃
ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
破
砕
し

た
不
燃
ご
み
か
ら
鉄
と
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

を
回
収
し
ま
す
。

「
磁
選
機
」
で
は
電
磁
石
と
永
久
磁

石
を
併
用
し
、
鉄
分
を
吸
着
さ
せ
て
、

選
別
し
回
収
し
ま
す
。

通
常
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
、
磁
石
に
吸

着
や
反
発
は
し
ま
せ
ん
が
、
高
速
回
転

す
る
強
力
な
磁
石
に
近
づ
く
と
、
反
発

力
が
生
じ
ま
す
。
こ
の
力
を
利
用
し
て

「
ア
ル
ミ
選
別
機
」
に
よ
り
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
を
回
収
し
ま
す
。

粗
大
ご
み
破
砕
処
理
施
設
で
は
、
粗

大
ご
み
を
破
砕
し
た
後
、「
磁
選
機
」

で
鉄
分
を
選
別
し
回
収
し
ま
す
。

回
収
さ
れ
た
鉄
や
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は

資
源
と
し
て
売
却
し
て
い
ま
す
。

金
属
以
外
に
も
、
粗
大
ご
み
の
選
別

段
階
で
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
や
廃
バ
ッ
テ

リ
ー
な
ど
を
可
能
な
限
り
回
収
し
、
売

却
し
て
い
ま
す
。

ご
み
と
し
て
出
さ
れ
た
鉄
分
を
資
源

と
し
て
回
収
す
る
こ
と
は
、
循
環
型
ご

み
処
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
繋
が
る
ほ

か
、
限
り
あ
る
埋
立
地
を
延
命
で
き
る

方
法
の
ひ
と
つ
で
す
。

し
か
し
、
選
別
機
を
用
い
て
回
収
で

き
る
鉄
や
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
、
不
燃
・

粗
大
ご
み
に
含
ま
れ
て
い
る
金
属
量
の

一
部
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
資
源
と
な
る
飲

食
用
の
缶
な
ど
は
、
ご
み
で
は
な
く
、

分
別
し
て
資
源
回
収
に
出
す
こ
と
が
大

切
で
す
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

施
設
管
理
部
施
設
課
）

回収した鉄（中防不燃ごみ処理センター）

廃バッテリー ゴルフボール

令和2年度【鉄】回収実績

施設名 売却量 売却収入金額

中防不燃ごみ処理センター 3,335t 7,019万円

京浜島不燃ごみ処理センター 3,433t 7,392万円

粗大ごみ破砕処理施設 12,303t 135万円

令和2年度【アルミニウム】回収実績

中防不燃ごみ処理センター 629t 3,735万円

京浜島不燃ごみ処理センター 507t 2,794万円

発電と熱供給のしくみ



13

　　　　　　　　　　　　　　　開 催 成 績 （各回対比）

回別 開催日程 売得金額 利用者数 １日平均 前年度対比（１日平均）
売得金額 利用者数 １人当り購買金額 売得金額 利用者数 購買金額

2 4/18〜4/22 11,437,363,360円 1,161,488人 2,287,472,670円 232,298人 9,850円 118.3% 119.1% 99.4%
3 5/9〜5/13 9,362,793,290円 926,972人 1,872,558,660円 185,394人 10,100円 100.5% 100.3% 100.2%

TCK公式Twitterのフォロワー数は地方競馬で圧倒的No.1 !
〜今年度もTwitterによる各種キャンペーンを実施中〜

〜今年もやります！帝王賞・JDDはBS11にて生中継！〜

　東京シティ競馬（TCK）では、ファンの皆さまと一緒に大井競馬を盛り上げるため、以下のTwitterキャンペーンを
実施しています。今回は1年間を通じて実施中のものをご紹介します。

★ファイナルレース 勝利ジョッキー2択予想キャンペーン★
　大井か、大井以外か。
　今年度の大井競馬開催日は毎日、最終レースを対象とした「大井の
最終レースを勝つのは大井所属ジョッキーか！？ファイナルレース勝
利ジョッキー2択予想キャンペーン」を実施しています。
　最終レースを制するのは大井所属ジョッキーか、それとも大井以外
か。「リツイート」か「いいね」で気軽に参加できる、メインレース
後の最後の勝負“大井ファイナル”をどうぞお楽しみください。

★TCK重賞勝利ジョッキーを当てろ！キャンペーン★
　勝つのは、誰だ？
　今年度の重賞レース（一部を除く）を対象に、「重賞勝利ジョッキー
を当てろ！キャンペーン〜勝つのは、誰だ？〜」を実施しています。
　重賞レースで勝利を掴むジョッキーは果たして誰か。勝馬とともに
勝利ジョッキーにもぜひご注目ください。

　6月29日（水）に行われるダート競馬の上半期のグランプリレース「帝王賞（JpnⅠ）」と、7月13日（水）に行われる3
歳ダート王を決める「ジャパンダートダービー（JDD）（JpnⅠ）」を、今年もBS11にて生中継します。
　昨年は帝王賞で大井所属のノンコノユメが2着に入り、JDDで船橋所属のキャッスルトップが優勝するなど、JRA所属の
並みいる強豪馬を相手に地方馬が健闘しました。中継番組では、ゲストによるレース予想
や競馬記者による出走馬の調教診断など、レースをより楽しくご覧いただける内容を予定
しています。
　また、今年もメインレースの11Rだけでなく10Rと12Rもライブで放送します。TCKゆか
りのスペシャルゲストも登場しますので、ぜひご期待ください。
●BS11放送日時　　6月29日（水）　19：00〜20：58　「帝王賞」
　　　　　　　　　7月13日（水）　19：00〜20：58　「JDD」
　※ 公式YouTubeライブ「ウマきゅん」やスポーツ配信チャンネル「DAZN」等では、全レースをライブ中継します。
　※ TOKYO MX2では15時20分から放映します。	 （競馬事務局　広報課）

キャンペーンの詳細はコチラから▶︎▶︎▶︎
　この他にも、ビッグレースの実施に合わせて様々なキャンペーンを
展開しています。
　ぜひTCK公式Twitterをフォローしてご注目ください。

●TCK公式Twitter：@tck_keiba
　はコチラから！▶︎▶︎▶︎

昨年の帝王賞
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ジャパンダートダービー（JpnⅠ）
●7月13日（水）
●2,000 m

マイルグランプリ（SⅡ）
●7月27日（水）
●1,600 m

羽田盃、東京ダービーと続いた南関東3歳クラシック
三冠レースの最終関門です。地方・JRA共にトップクラ
スの3歳馬が結集する「砂のダービー」は、これまでに
トーシンブリザード、カネヒキリ、フリオーソ、サクセス

ブロッケンなど数多くの名馬を送り出しています。近年は早い時期からダートの頂点を目
指すJRA所属馬も多く、大きな注目が集まります。

スピードと持久力のバランスが試される1マイル
（1,600m）戦で、過去の優勝馬には昨年地方所属馬
として初めてJBCクラシックを制したミューチャリーを
はじめ、南関東を代表する数多くの実力馬が名を連ね
ています。

黒潮盃（SⅡ）
●8月17日（水）
●1,800m
真夏の3歳限定戦として毎年多くの来場者で賑わう重賞となっています。春のクラシック
ロードを戦った実績馬に対し、夏を迎えて急成長した上昇馬と、秋の飛躍を期する他地区
の実力馬が激しいレースを繰り広げます。

ジャパンダートダービー


